
 
 

 

 

現在、目覚ましい進化と発展を遂げている日本の技術やコンピュータ、電子機器。その世界や研究の様子を知ることは、

卒業前の６年生にとって大きな意味があると考えました。新しい物を創り上げようと研究を進められている姿を知ること、

そして、研究や試行錯誤を重ねたものが社会の便利なツールや仕組みを担っていることに気付き、あこがれをもつことを意

図し、６年生は工学部での「キャリアに拓く」の取組みを実施しました。 

 

研究室の見学、光るスライムづくり体験 

今年度は、新たに化学バイオ系学科で機能性顔料の研究をしている先生にもお話

を聞きしました。研究室の見学では、大学の先生だけでなく研究室の学生も研究に

携わり、世界にまだない新たな顔料を作りだすため、日々実験を行っている様子を

知ることができました。また、日本の企業が発明した安全な蛍光塗料を使って光る

スライムづくりを体験しました。実際に電気を消して光る様子を確かめる中で、そ

の塗料が身の回りの製品にも使用され、役立っていることを実感しました。 

 

プログラミング体験 

 プログラミング体験では、初めにパソコンの発展の歴史、プログラミングの歴史

についてお話を聞きました。プログラミングが日常生活の様々なところに活用され

ていることも教えていただきました。鳥取大学では、バスの運行の様子が分かる技

術を開発したことも教えていただきました。身近なところで、より生活を便利にす

るために研究をされていることを感じることができました。 

 実際のプログラミング体験では、説明用のモニターをもとにアプリを作る体験を

しました。普段使っているタブレットではなく、パソコンでの操作でしたが、鳥取

大学の学生がすぐに支援してくれ、大変助かりました。アプリの数値を変える等の

カスタマイズに夢中になるなど、プログラミングの操作に没頭することができました。 

 

電子回路制作体験 

 電子回路制作体験では、キャタピラ車を動かすためのコントローラーを作る回路

製作に挑戦しました。キャタピラ車を操作するための回路と動かすための回路を２

人１組で１つずつ作りました。導線をはめ込んでいく細かい作業でしたが、協力して

取り組んでいました。実際に動かしてみようとすると、うまく作動しないものもあり

ましたが、先生や学生が問題点を様々な方法で探り、解決の糸口をつかもうと努めて

くださいました。試行錯誤しながら何度も挑戦される姿は、子供たちにとって、とて

も刺激的だったようです。キャタピラ車が動き出すと、コントローラーを傾けて動か

すという特性を生かしながら動きを確認していました。 

 

子供たちからは、「『世界のどこにもないものを開発している』という先生の言葉から大学や研究にさらに関心をもった。」

「普段タブレットを使うときは、何とも思わない作業なのに、こんなに手間と時間がかかるのかと改めて驚くとともに、作

っている人のすごさを実感した。」と研究の面白さや素晴らしさを振り返っていました。 

キャリアに拓く ６年生の活動 

訪問先 工学部 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

６年生の活動の様子を紹介します。 


